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低平地佐賀における集住空間と
その環境を読む
佐賀大学大学院工学系研究科
教授　三島　伸雄
コンテクスチュアリズムの新たな展開として，
都市空間を読むことが再考されている．その様相
は20世紀後半の地域性を強調するリージョナリズ
ムともまた異なる様相を呈している．このことに
ついては，五十嵐太郎が2012年に寄稿した「批判
的地域主義再考　－コンテクスチュアリズム・反
前衛・リアリズム」に詳しく述べられている．
　かいつまんで言えば，1960年代のルドフスキー
の建築家なしの建築，ヴェンチューリの路上の商
業建築に見出される現代アメリカのヴァナキュ
ラー建築など，感傷的な地域主義や愛国主義と結
びついてしまったコンテクスチュアリズムに対し
て，ツォニス，ルフェーヴルが提唱した批判的地
域主義も，抵抗という誇り高い意志を除けば，結
果的に後期資本主義の戦略に近接している．この
ようななか，むしろリアリズムを追求するべきで
はないかと論を展開する．また，バイオ・リージョ
ナリズムの可能性にも言及する．生態系や都市の
エコロジーが実際の建築都市空間のリアリズムと
結びついたとき，建築は単なるリージョナリズム
とは異なる現代性を獲得するのではないか．
　本特集記事は，その21世紀型のコンテクチュア
リズムをにらみつつ，低平地佐賀における集住空
間とその環境を科学的に分析し，その将来を考え
る礎を目指したものである．
　後藤隆太郎先生には，「低平地集落の空間のか
たち」と題して，ある意味では佐賀の原点になる
ような空間について，これまでの蓄積を踏まえた
整理を行ってもらった．中大窪千晶先生には，「在
郷町路地空間の熱環境」と題して，有明海の在郷
町として重要伝統的建造物群保存地区にも指定さ
れている肥前浜宿の路地空間が有する特異性を熱
環境の観点から分析してもらった．小島昌一先生
には，「佐賀城濠の熱環境」と題して，住宅地の
熱環境に対して濠がもたらす影響に関する研究成
果を書きくだしてもらった．平瀬有人先生には，
「低平地集落の道空間特性と視線の運動性」と題
して，全周パノラマ画像を用いた低平地集落の道
景観分析の結果を報告してもらった．
　今回の特集は，「集住空間とその環境を読む」
ということではあるが，コンテクスチュアリズム
の新たな展開の一つとして，低平地佐賀の建築都
市空間の創造に向けた思考だと考えている．まだ
その取り組みは始まったばかりであるが，佐賀版
バイオ・リージョナリズムともいうべきリアリズ
ムの追求への試みになればという思いがある．そ
れは常に試行錯誤の繰り返しだろう．その結果と
して，いつか，実践的な取り組みとなって２１世紀
の建築都市空間が創造されることを切に願ってい
る．
図－1　『建築家なしの建築』（B. ルドルフスキー著，渡
辺武信訳，鹿島出版会，1976）の表紙
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